
 

 

 

２年生 トライやる・ウィーク 

５月２９日（月）から６月２日（金）まで（※最終日は大雨警報発令のため中

止）は２年生の「トライやる・ウィーク」でした。八鹿青渓中学校の生徒たちは３０

事業所に分かれて活動をさせていただき、学びのある有意義な期間を過ごすこ

とができました。お世話になった事業所の皆様に心より感謝申し上げます。 

＜お世話になった事業所＞ ※敬称略 

・公立八鹿病院  ・公立八鹿病院老人保健施設  ・日光認定こども園 

・養父土木事務所  ・ゴダイドラッグ八鹿店  ・養父市立八鹿小学校    

・（株）GEOソリューションズ養父技術所  ・養父市役所  ・八鹿酒造（有） 

・小規模多機能型居宅介護はちぶせの里ようか  ・養父市立小佐保育所 

・有限会社 五光  ・（株）谷常製菓  ・八鹿鉄工（株） ・県立但馬農業高校 

・社会福祉法人さつき福祉会たんぽぽワーク  ・養父市学校給食センター   

・社会福祉法人たいようこども園   ・デイサービスセンター妙見荘 

・（株）オーシスマップ  ・養父市立伊佐こども園  ・カフェレストランベリッタ 

・養父市立宿南こども園  ・ベーカリー＆パリ食堂マルシェ   

・認定こども園童和こども園  ・但馬オート株式会社 ・（株）西村交益社 

・つるぎが丘公園ようか温水プール＆健康支援施設  ・道の駅ようか但馬蔵 

・国土交通省八鹿国道維持出張所   

「トライやる・ウィーク」は１９９７年に起きた神戸連続児童殺傷事件の容疑者が中学生であったこと等をきっかけに

創設された事業です。子どもは学校だけではなく、保護者や地域との連携の中で育てていくものであるということが

県内外に広く示され、創設当時には全国から多くの視察団が兵庫県に訪れたものでした。以後、兵庫県の中学生は、

挨拶・返事の大切さ、周囲の人との協調性、仕事に対する責任感･･･。人として生きていく上での重要な事柄を、この

活動を通じてたくさん学んできたと振り返ります。 

１年生 わくわくオーケストラ教室 

６月１日（木）、１年生が西宮市の県立芸術文化センターで開催された 

「わくわくオーケストラ教室」に出かけました。この事業は、２年生の「トライや

る・ウィーク」とともに、「兵庫型『体験教育・キャリア教育』」として行われて

おり、管弦楽団による参加型鑑賞教室を指します。兵庫県下のすべての中学

１年生がこの施設で管弦楽を鑑賞するわけですが、素晴らしい音響設備がプ

ロ楽団の演奏をより一層引き立てます。きっと生まれて初めて管弦楽を“生”

で鑑賞したという生徒も少なくなかったのではないでしょうか。なお、当日は、

三田市にある県立人と自然の博物館にも立ち寄って見聞を広げました。 
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３年生 修学旅行 

３年生が、５月３１日（水）から６月２日（金）まで東京・千葉方面へ修学旅

行に出かけるという予定で八鹿を出発しましたが、台風２号接近に伴う豪雨

の影響で帰り（旅行３日目）の新幹線が静岡県の三島駅で緊急停止、そのま

ま運転中止になってしまい、急遽６月３日（土）までの３泊４日の行程となりま

した。これは八鹿青渓中学校史上初めての出来事ですが、生徒たちは、新幹

線が緊急停止した後も、常に明るい笑顔で過ごしてくれました。「よく頑張っ

てくれた」と褒めてやりたい気持ちでいっぱいです。 

＜１日目＞ 

  ・東京ディズニーランド班別行動 

＜２日目> 

・上野公園班別学習 

・劇団四季鑑賞 

・東京スカイツリー見学 

＜３日目＞ 

・国会議事堂見学 

・浅草寺周辺散策 

 ※新幹線１４：０３東京駅発 

①１４：４７ 静岡県三島駅で緊急停止  ②１７：００ 新幹線を新大阪駅止まりにするとアナウンス 

③２０：５０ 新幹線の運転中止とアナウンス ④２１：３０ 新幹線、東京駅へ引き返しとアナウンス 

⑤２２：００ 新幹線、東京駅に向けて出発 ⑥２３：４０ 新幹線、東京駅に帰着  ⑦２４：００ 列車ホテル泊 

＜４日目＞ 

①８：００ 列車ホテル終了 ②新幹線の復旧正午頃まで不可能とアナウンス 

③９：００ 東京駅近くのビルの２室を借りて待機  ④１２：００ 東京駅に戻って乗車準備 

⑤１２：４８ 東京発広島行新幹線に乗車 ⑥１７：１５ 新幹線が姫路駅に９０分遅れで到着 ⑦１９：００ 学校帰着 

この間、生徒たちは不平不満の声を漏らすこともなく、冷静に私たちの指示に従ってくれました。その態度に引率の

教員たちはとても勇気づけられたというのが事実です。幸い、大きな心身の不調を起こす生徒は出ませんでしたが、実

際には生徒たちはたいへんな苦しみを感じていたものと思います。（涙） 

６月の「草庵先生の教え」 

６月は、「学（まな）ぶ者（もの）は、事（こと）を厭（いと）い 労（ろう）

を辞（じ）すべからず」（学ぶ者は仕事や働くことを嫌がってはいけない）

を合言葉に学校生活を送っていきます。具体的には、日常の営みである家

での手伝いや学校での清掃、当番・係活動などに進んで取り組み､それを

けっして嫌がらずに行わなくてはいけないという意味です。夏本番に向け

てたいへん暑くなってきましたが、八鹿青渓中学校の生徒はこの教えを念

頭に置いて生活してくれています。 


